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検査 疾患 A 1えー 患 B 
x 6.3 6.9 7.8 7.9 8.3 6.4 7.0 7.5 7.6 8.4 
y 172 203 143 192 156 169 145 213 187 210 
z 15.3 25.0 35.2 38.1 41. 5 20.1 33. 7 39.8 41. 2 51. 5 
一見して検査値も両疾患で重なり合い，どれをとっても検査他からA,B両疾患の鑑別はできな
い．そこで両疾患の闘でもっと数値に開きのある新しい検査法をみつけることが望ましい．ところ
がこのような検査は上の検査から作られる場合もある．いまその他を Fとして F=x← 0.07zとお
き，各症例につきFの値を求めると次のようになる．
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はある手術lζ堪えるためにはある検査値はどの範囲になければならないかという critical value 
の推定や，そのほか放射線や抗癌剤の至適量の決定にも利用できる．プロピット分析はこのように
臨床的な応用価値が広いにもかかわらず，多変量解析の成書にはほとんど記載されていない．著者
も本法を知らずに，同様な考え万から独自に電算機による解法を導いた．ところがこのような考え
方は既に前世紀の終りにさかのぼることを知り，臨床医がいかに統計学に無知であり無関心である
かを痛感したしだいである．
重回帰分析は比較的なじみが深いが十分利用されているとはいえない．例えば糖尿病患者の血糖
値が種々の値の場合にどれだけのインシュリンを投与すべきかの決定には，教科書を読むよりはそ
の患者の過去におけるインシ A リンの種々の投与量とその前後の血糖値をデーターとして，まず本
法を試みてはいかがであろうか．同様に甲状腺機能克進症に対する甲状腺の切除量と術前後の甲状
腺機能の関係も本法から推定することが可能である．
多変培解析にはそのほかにも種々の方法があり，中には患者側の問題だけでなくわれわれ外科医
の分析にも応用できる方法がある．卑近な例を挙げれば外科医には手術が速いタイプや遅いタイプ
がある．速いタイプにも，同じ操作を行っているが各操作が速い場合や，必要な操作だけ能率よく
行し、操作の数が少ない場合や，さらに操作の数は少ないが安全性や根治性に問題がある場合が考え
られる．そこで同一同程度の疾患に対する手術において，多数の外科医の手術時間，術中出血量，
糸の使用数，入院日数，合併症発生率，遠隔成績などをデーターとして因子分析を行えば，各外科
医がどのようなタイプかを客観的に評価できるかも知れない．
向後電算機の普及l乙伴い，言葉や数値，さらには図形で表わされるデーターの解釈には統計的解
析法がますます応用されると思われる．しかし一方では患者にじかに接して得た情報には言葉では
表わせないものもあり，その重要性が見直されるかも知れない．
